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特集 全国に誇れる魅力ある加西市をめざして

国
の
承
認
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

地
球
温
暖
化
に
歯
止
め
を
か
け
、
廃

棄
物
か
ら
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出

し
、
稀
少
動
植
物
の
住
み
や
す
い
環
境

を
守
り
続
け
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
市
民

が
地
域
の
素
晴
し
さ
を
再
発
見
し
、
循

環
型
農
業
の
大
切
さ
を
自
覚
す
る
こ
と

を
通
し
て
地
域
お
こ
し
の
原
動
力
と
な

る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、
環

境
関
連
産
業
な
ど
企
業
誘
致
の
有
力
な

武
器
に
な
り
ま
す
。
環
境
の
ま
ち
づ
く

り
を
通
し
て
、
雇
用
増
・
税
収
増
・
財

政
再
建
を
推
進
し
ま
す
。

○
公
募
方
法
の
導
入

広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
市
政
の
あ

り
方
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
き
、
で
き

る
だ
け
衆
知
を
結
集
し
て
改
革
を
進
め

る
た
め
、
監
査
委
員
の
公
募
に
続
き
、

助
役
や
教
育
長
を
全
国
公
募
し
ま
し

た
。
ま
た
、
従
来
、
あ
て
職
で
依
頼
し

て
い
た
各
種
審
議
会
等
の
委
員
に
つ
い
て

も
、
欠
員
分
か
ら
順
次
公
募
で
選
任
す

る
よ
う
に
改
め
ま
し
た
。

○
三
洋
電
機
跡
地
の
開
発
計
画

今
春
、
北
条
工
場
が
鎮
岩
・
東
高
室

に
移
転
集
約
さ
れ
ま
す
が
、
跡
地
開
発

に
つ
い
て
は
、
井
植
社
長
や
井
戸
県
知
事

等
に
も
直
接
面
談
し
、
加
西
市
の
将
来

に
と
っ
て
望
ま
し
い
土
地
利
用
が
な
さ
れ

元
気
を
出
そ
う
・
加
西

る
よ
う
要
請
し
て
い
ま
す
。
市
と
し
て

も
に
ぎ
わ
い
や
雇
用
の
創
出
に
つ
な
が
る

よ
う
、
既
に
庁
内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
て
い
ま
す
。
来
月
に
も

一
定
の
方
向
性
を
お
示
し
で
き
る
見
込

み
で
す
。

○
農
業
の
再
生
、
特
産
品
の
開
発

市
長
は
、
多
く
の
農
業
者
と
積
極
的

に
交
流
や
意
見
交
換
の
機
会
を
持
っ
て
い

ま
す
。
加
西
農
業
の
再
生
と
新
た
な
特

産
品
の
開
発
の
た
め
、
４
月
１
日
か
ら

食
材
課
を
新
設
し
、
地
産
地
消
の
推
進

と
加
西
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
に
取
り
組
み
ま

す
。
食
材
課
の
設
置
は
全
国
自
治
体
で

初
め
て
の
こ
と
で
す
。

各
種
会
議
へ
の
出
席
や
公
式
行
事
で

の
挨
拶
な
ど
、
市
長
の
公
務
は
多
種
多

様
で
す
。
加
え
て
、
加
古
川
西
部
土
地

改
良
区
理
事
長
、
加
西
北
条
都
市
開
発

譁
社
長
、
播
磨
三
洋
電
機
譁
取
締
役
を

は
じ
め
、
多
く
の
外
部
機
関
の
役
員
を

兼
務
し
多
忙
を
極
め
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
先
送
り
さ
れ
て
き
た
問
題
は
、
前

倒
し
・
フ
ル
稼
働
で
対
処
し
て
い
ま
す
。

加
西
市
で
は
、
合
併
以
来
、
一
度
も

外
部
監
査
が
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
財
政

の
現
状
を
正
確
に
把
握
し
、
改
革
の
ス

タ
ー
ト
地
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に

も
、
外
部
監
査
制
度
の
導
入
を
考
え
て

最
後
に

い
ま
す
。

新
年
度
に
お
い
て
も
、
市
役
所
内
部

の
経
営
努
力
、
業
務
の
効
率
化
等
に
よ

っ
て
無
駄
を
省
き
、
よ
り
一
層
の
歳
出

削
減
に
取
り
組
み
ま
す
。
た
と
え
ば
、

ゴ
ミ
発
生
量
を
減
ら
せ
ば
、
処
理
に
費

や
す
税
金
を
減
ら
し
て
、
財
政
を
好
転

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
現
在
、
市
長
・
助
役
は
、
全

職
員
（
医
療
職
を
除
く
）
と
個
別
面
接

を
進
め
て
お
り
、
機
構
改
革
に
向
け
、

本
人
の
希
望
や
適
正
な
ど
も
把
握
し
た

上
で
、
人
事
異
動
を
行
い
ま
す
。
職
員

の
意
識
改
革
を
進
め
、
権
限
も
適
宜
委

譲
し
て
職
員
が
業
務
に
主
体
的
に
取
り

組
む
体
制
を
つ
く
り
ま
す
。

魅
力
あ
る
ま
ち
と
は
、
若
者
が
定
住

で
き
、
他
都
市
の
住
民
が
住
み
た
く
な

る
よ
う
な
ま
ち
で
す
。
質
の
高
い
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
効
率
的
に
提
供
す
れ
ば
、
各
地

か
ら
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報
な
ど
が

集
ま
り
、
経
済
活
動
や
地
域
間
交
流
が

活
発
化
で
き
ま
す
。
早
く
加
西
市
が
元

気
に
な
る
よ
う
、
金
を
か
け
ず
に
効
果

が
上
が
る
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
加
西
市
の
現
状

を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
市
民
参
画
で
よ

り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
と
の

市
長
方
針
を
受
け
、
任
期
満
了
を
迎

え
た
各
種
審
議
会
等
の
委
員
の
改
選

に
つ
い
て
は
、
原
則
公
募
で
選
出
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

先
に
募
集
し
て
い
た
都
市
計
画
審

議
会
と
環
境
審
議
会
の
委
員
が
決
ま

り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

任
期
は
と
も
に
、
平
成
18
年
１
月
か

ら
２
年
間
で
す
。（
敬
称
略
）

都
市
計
画
審
議
会
は
、
加
西
市
の

将
来
の
都
市
計
画
を
決
定
す
る
上
で

欠
か
せ
な
い
審
議
会
で
す
。
今
回
、
２

名
の
委
員
を
公
募
し
、
次
の
方
々
に

委
嘱
し
ま
し
た
。

植
田
美
紀
子

丸
岡
　
　
肇

２
人
か
ら
は
、「
市
内
に
広
が
る
豊

か
な
田
園
風
景
を
守
り
育
て
、
美
し

い
自
然
環
境
を
壊
さ
な
い
土
地
利
用

計
画
を
」、「
中
心
街
と
周
辺
地
の
あ

り
方
の
フ
ラ
ッ
ト
化
、
高
度
化
し
た
ア

ク
セ
ス
網
で
京
阪
神
と
の
連
携
、
商
・

農
・
工
業
の
魅
力
の
高
度
化
」
な
ど
、

夢
の
あ
る
将
来
の
加
西
市
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
の
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

加
西
市
都
市
計
画
審
議
会
委
員

各
種
審
議
会
委
員
を
選
定

環
境
基
本
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ

て
、
身
近
な
環
境
問
題
か
ら
地
球
環

境
問
題
ま
で
環
境
保
全
活
動
に
意
欲

的
に
取
り
組
み
、
こ
れ
か
ら
の
加
西
市

の
環
境
に
つ
い
て
関
心
と
熱
意
の
あ
る

方
を
応
募
し
ま
し
た
。
予
想
を
上
回

る
多
く
の
応
募
者
の
中
か
ら
、
次
の
12

名
の
方
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

尾
内
　
良
三

大
西
　
啓
之

岡
田
　
美
香

小
田
　
春
幸

久
保
田
修
平

竹
内
　
康
行

田
先
　
崇
志

長
谷
川
淳
子

藤
田
　
　
孝

森
川
　
裕
嗣

山
根
　
裕
二

吉
田
　
　
廣

皆
さ
ん
か
ら
は
、「
環
境
に
や
さ
し

い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
の
移
行
」、「
バ
イ

オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
の
実
現
」、「
CO2
と

不
法
投
棄
の
僕
滅
、
家
庭
ゴ
ミ
の
分
別

回
収
徹
底
」、「
緑
の
中
で
自
然
体
験

す
る
教
育
特
区
」、「
溜
池
の
有
効
活

用
」、「
モ
デ
ル
里
山
づ
く
り
」
…
と
い

う
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

加
西
市
環
境
審
議
会
委
員


